
   【小学校単元到達度評価問題における課題をもとにした改善のポイント】 

   解決の見通しをもち、主体的に問題解決に取り組む！ 

【正答】四角形ＡＢＣＤが四角形ＧＢＥＦに重なる回転移動に着目し、次の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を記述しているもの。 
（正答率は２０％以下） 

（ａ）「点Ｂを中心に」などの回転の中心の位置 

（ｂ）「時計回りに」など回転の方向 

（ｃ）「１２０度」などの回転角の大きさ 

０．８ｍなら分かります。 

０．４ｍの２倍が０．８ｍ
だから、重さも２倍の 
１２０ｇになるからです。 

０．２ｍも分かったよ！
０．４ｍの半分が０．２ｇ
だから、重さも半分の 
３０ｇだよ。 

小・中学校 
算数・数学 

全ての子供に
力を付けるた
めに、指導の
ステップを見
直しましょう。 

針金が何ｍ
なら重さが
すぐに分か
りますか？ 

理解度に応じて、ヒ
ントなしで書いたり、
友達同士で説明し
合ったりする活動を
取り入れよう。 

○ワークシートによって、過 
 剰にヒントを与えていない 
 かどうかを確認する。 
○字数を制限し、生徒が自分 
 の考えを文章で簡潔に記述 
 する機会を増やす。 

各教科で徹底する 

問題：四角形ＡＢＣＤを四角形ＧＢＥＦに重
ねるには、どのような回転移動をすればよ
いでしょうか。 
 
 
 
①       を中心にする。 

 
②       の方向に回転する。 

 
③       度動かす。 

具体的な授業改善
について考えてみま
しょう。 

四角形ＧＢＥＦにぴったり重ねるに
は３つの要素が必要だということ
が理解できていないのでは？ 

正答率が低かっ
た原因は何だろ
う？ 

０．４ｍの重さが６０ｇの針金があります。 
この針金について、次の問題に答えましょう。 
 
（１）針金０．２ｍの重さは何ｇですか 

  【ポイント①】  解決しやすい数に置きかえて考える 

  【ポイント③】見通しを立式や問題解決に生かす 

数直線に表すと、２つの数量の関
係が分かりやすくなったね。これを
もとにしてもっと簡単に計算できな
いかな。 

 ある会場に子どもたちが集まりました。集まった子どもたち２００人のうち８０人が小学生でした。 
小学生の人数は、集まった子どもたちの人数の何％ですか、１から４までの中から１つ選びましょう。 
 （平成３０年度全国学力・学習状況調査算数Ａ問題） 

 
１ ０．４％ 
２ ２．５％ 
３ ４０％ 
４ ８０％ 

０．４ｍの重さが６０ｇの針金があります。 

この針金について、次の問題に答えましょう。 

 （１）針金０．２ｍの重さは何ｇですか。また、０．１ｍは何ｇですか。 

 （２）針金１ｍの重さを求める式をかきましょう。 
                          （平成３０年度全国学力・学習状況調査算数Ａ問題参照） 

×２ 

それなら、０．１ｍは０．２
ｍの半分だから、重さは
３０ｇの半分で１５ｇだ！ 

どんな数に置きかえたかを問うだけではなく、なぜその数に置きかえることで解決しやすくなるのかを説
明させる。⇒「なぜその数にしたの？」「その数にするとどうして簡単になるの？」 

６年生の「速さ」（１０月）、５年生の「単位量当たり」（１１月）など、問題場面を把握することが難しいものについては、ま
ず解決しやすい数に置きかえ、表や図などに表してみることで解決の見通しを立てることが有効です。まずは、授業を通
して一人一人がこのような解決方法のよさを実感し、問題解決に生かせるように指導していくことが大切です。 

図に表して、
だいたい何％
になるか考え
てみましょう。 

５０％なら１００人
だから、それより
ちょっと少ない。
そうすると選択肢
は３しかないね。 

    図や数直線をもとにして数量関係をまとめる⇒「針金の長さが２倍、３倍になると、針金の重さはどうなる？」 
    「針金の長さと針金の重さは比例しているといえる？」 

針金の１ｍの重
さは、どのよう
な式で求められ
ますか？ 

１ｍの０．４倍が０．４ｍだから、重さも 
□ｇの０．４倍になるはずだね。 

□×０．４＝６０だから、□を求める式は６０÷０．４ 
だね。計算すると１５０だから、見通しとも一致するよ。 

４ｍなら分かります。 
０．４ｍの１０倍が４ｍ 
だから、重さも１０倍の 
６００ｇになるからです。 

【参考】見通しだけで解ける問題もあります 
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 【単元到達度評価問題から見えてきた課題より】 

 ・問題文の意味を理解し、解決するべきことを把握することができない。 

 ・自分で予想を立てたり、見積ったりして、見当をつけることができない。 

未知の問題に対応するには、
まずは問題場面を把握し、見
通しをもつことが大切なので
すね。 

数直線に分
かったことを
書き込んでい
きましょう。 

いきなり立式しようとすると、
２つの数量の関係を捉えら
れない子供は困るだろうな。
丁寧に見通しをもたせるこ
とが大切だな。 

【ポイント②】  図や数直線に表すことで、数量の関係を視覚的に理解する 

ということは、
１ｍは１２０ｇよ
り少し重いと
いうことだね。 


